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ＣＤ?World Youth Choir disc 1／和歌山児童合唱団?
?目標>
・地声と頭声発声の違いに気づき、頭声発声で歌うことができる。
・他パートにつられず、しっかり歌うことができる。
・友達の声を聴きながら、輪唱することができる。
・友達の演奏に耳を傾け、自分なりの?えをもつことができる。
?指導計画> 全３時間
第１時 きれいな歌声で歌おう。
第２時 きれいな歌声で輪唱しよう。
第３時 友達の演奏に耳を傾け、ハーモニーを感じよう。
指導案 第３時
ハンド
サイン
シート
ワーク
シート
ＣＤ?４
準備物
・ハンドサイン、ハーモニーを確認する
・ハーモニーをきれいに響かせるには、ドレミのキャラクターを知っておく必要がある
ことを告げる。
ドレミにもみんなと同じようにキャラクターがあるって知っていたかな?
・ド→ソ→ミの順で教える。
※それぞれの音のイメージをしっかりもつことを伝える。
・前でハンドサインを示す。
・ド→ソ→ミの順で音を重ねる。
※入れ替わりで全員１回は響きを聴くことができるようにする。
・ドソミの響きが最後の音にあることを告げる。
※最後の音をよく伸ばし、周りの音に耳を傾けるように言う。
※互いに聴くことができるようにする。
・３日間音楽の授業を受けて?えたこと･感じたこと･楽しかったことなどを記入する。
・きれいな歌声で輪唱をして、音を重ねたことを復習する。
きれいな声で歌った合唱ってどんなのか聴いたことある?
・ＣＤ(故郷／和歌山児童合唱団)をかける
・音が分かれたと思うところで手を挙げるように言っておく。
・?ハーモニー?という言葉に触れる。
・ハーモニーを感じて歌うと、合唱が上手になることを告げる。
・教師の支援 ※留意点
?今日の授業の振り返り
?ハンドサインを知る。
(ド・ソ・ミのみ)
?ハンドサインをする。
?音を重ねる。
??かっこう?を３声で
輪唱する。
?感想を書く
?前回の復習
?ＣＤを聴く
?本時の課題
ハーモニーを感じる
学習活動
まとめ
(５分)
展開
(15分)
(15分)
導入
(10分)
に多くの時間を費やすことはできない状況にある。そ
のため、あまり時間をかけず、しかし、ハーモニーを
感じることのできる教材が必要であると?える。
また、小学校高学年や中学生になってから?ハーモ
ニーを感じる指導?を開始するのではなく、小学校中
学年くらいから継続的に音を重ね、聴くという経験を
積み重ねていくことによって、子ども達の中にも自然
とハーモニー感が生まれるのではないかと?える。そ
こで、筆者は教育実習で試みた和歌山市立貴志小学校
での指導実践を、小学校中学年におけるハーモニーを
感じる指導として、提案したいと?える。資料２)に指
導案を提示する。
資料２)に提示した授業を通して、小学校中学年から
でも、模唱や実演を交えて指導することで、頭声発声
と地声の違いに気づくことができ、またア･カペラで音
を重ねることも可能であることが分かった。また、資
料３)のワークシートの記述にみるように、何人かの児
童には、和音がきれいに響いていることを感じさせる
ことができた。このことからも、やはりハーモニーの
美しさを体感するということは合唱の授業では非常に
大事なことではないかと?える。
５.おわりに
時代が変化し、子ども達も変わっていく中で、合唱
活動を盛んにするということは難しいことであるが、
そういう時代だから仕方がないとするのではなくて、
時代にあった合唱教育の在り方というものをもう一度
?えていく必要があると?える。限られた時間の中で
も、短い曲でハーモニーの楽しさを味わうことのでき
るような曲を選択し、小学校の段階から継続して指導
していくことを提案したい。子ども達の合唱活動の土
台ともいえる音楽の授業の中で、少しでも子ども達の
合唱活動の扉を開くことのできるような、?ハーモニー
を感じ、合唱の楽しさを伝えられる授業?を行ってい
きたいと?える。
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１）NHK?第74回(平成19年度)NHK全国学校音楽コンクール
参加規定?(http：//www.nhk.or.jp/event/oncon/2007.
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４）和歌山県合唱コンクールは、全日本合唱コンクールの全国
大会予選であり、和歌山県合唱コンクールは全日本合唱連
盟が定めたコンクール規定にのっとって行われるため、和
歌山県合唱連盟が新たにコンクール参加規程を定めてはい
ない。そのため、全日本合唱連盟?全日本合唱コンクール全
国大会開催規定(2004)?
(http：//www.jcanet.or.jp/jca/concour/conkitei.htm
2007.12.27)参照
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